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二回仲間の会合で、二業地の料亭大江戸に行くくらい ほかでは まない。だから池袋繁華街の空気は知らない。銀座の帰りに駅前の三原堂でお菓子を食べる すぎない。コラムの冒頭、戦時中 苦難を思い
起こした乱歩は、文士仲間や画家たちとの交友をふまえながら「特に親しみ深い土地だ」と記す。だ 、戦後の復興とともに賑わいはじめた池袋については、苦々しさを込めて「住みにくい処となった」と漏らす。そして、敢えて偏屈さを気取るかのように、このコラムに「わが町を知らず」というタイトルをつける。
戦後も池袋を立ち去ろうとせず、こ
















イジェスト」なるコーナーもあり、貧乏庵（蕎麦・区役所前） 、 歌舞伎ソバ（映画館前の小路） 、小山コーヒー店（西武鉄道池袋駅前） 、フジ屋（飲み屋・駅前マーケット） 、松露（甘味・駅前） 、大野フトン店（西口バス通り） 、おも
だか（飲み屋） 、いろは寿司（西口バス通り）が紹介されて る。






けの人々が知っているだろうか。テレビドラマの時代劇「桃太郎侍」の原作者だと説明すれば合点がいく人々も多少はいるだろうが、おそらく文学を研究している者でもそ 著作を読んだことがないのはもちろん、名前すら聞たこ が実情だろう。 しかし、もしかしたら読書行為を娯楽として享受している一般読者 中で、特に時代小説を好んで読んでいる人々の中には、著作を読んだ とや名前を聞いた人がいるかも れない。
実際、山手は四〇〇以上の著作を発
表し、多くの一般読者に愛読され、毎









五度のテレビドラマ化など様々な媒体で一般読者の目（耳）に触れ、昭和五三（一九七八）年に逝去した後も様々な再録本が出版されている。昭和三五（一九六〇）年には講談社から全四〇巻、昭和五〇 五 桃園書房から全一五巻、 昭和 二（一九七七年に春陽堂から全八四巻、 昭和五五 一九八〇）年に再び春陽堂から全一 巻の全集も出版されている。また山手の純粋な著作とは言えないが、平成二〇（二〇〇八）年以降、漫画化もされている。
加えて、かつては貸本業界において
も山手の人気は凄まじかった。金沢市内の貸本屋調査を行った、芳井先一の「貸本屋調査から―公共図書館と民衆を結ぶもの―」 （ 『図書館雑誌』昭和三一［一九五六］年六月、日本図書館協会）内で「人気作家・読まれ 」という調査結果がある。ここで、
蔵書構成はその地域の利用者の要
求によってきまる。勿論山手樹一郎の作品はどんなものでも、という共通したものもあって、中はおおむね限定される。 （略）どの貸本屋でも一位山手樹一郎、二位中野実で、三位からは遊興街を除いて、江戸川乱
歩、富田常雄、横溝正史、吉川英治、源氏鶏太の順序となっている。 （略）以下種類別にみた人気作家は次の通りである。 〈時代小説〉山手樹一郎吉川英治、角田喜久雄、野村胡堂、大林清、村上元三、陣出達郎、山岡荘八、大仏次郎 子母沢寛
というように、時代小説部門ではもちろん全部門でも一位に輝いている。また社会心理研究所の「大衆文学の読まれ方―貸本屋の調査から―」 （ 『文学』昭和三二（一九五七）年一二月、岩波書店）の「好きな作家」の項目においても、夏目漱石、江戸川乱歩、山手樹一郎の順でランクインしている。これらの資料からも山手の人気ぶりがうかがえる。 そ 人気は所得にもつな り、昭和三〇（ 九五五）年には文学者の収入で、 位となっている。　
このように一般読者の需要に応え、




の一部として、 「新・山手樹一郎著作年譜」を製 した。この年譜でも若干の初出年月、初出紙誌不明 著作は残ったものの、ほとんどの初 と出、初収紙誌まで記載したほぼ完全で正確な著作年譜となった。さらに今回の調査では、単行本化されていない山手の著作や随筆も新たに数多く発見た。それらも「新・山手樹一郎著作年譜」に加えた。しかしこの を製作するにあたって直面 たのは、山手樹一郎関係の資料を発掘することの困難さであった。
訂正の困難
新・山手樹一郎著作年譜を製作する
にあたってまず確認したのは、既存の著作年譜である。山手自身が製作した「山手樹一郎略年譜」 （ 『時代傑作小説』昭和三五［一九六〇］年九月、 三世社）は、管見の限り最古の年譜である。その点では後の年譜に良い意味でも悪い意味でも多大な影響を及ぼしていこの年譜は昭和三四（一九五 ） までの記載であり、著作 初出紙誌も書いてあるが巻号 記載が無く、さらに誤りが非常に多く、抜けている著作もまた然 である。この年譜が後の年譜に悪い意味でも影響を及ぼしているというのはそういうことである。一方で最も参考になったのは八木昇 「山手樹一郎年譜」 （ 『大衆文学大系二七』昭和四八［一九七三］年七月、 講談社）である。この はこれまで ものに比べ格段に詳細な ので、 昭和四七 （一九七二）年まで書かれており 誤りや抜けている著作は相変わらずであるものの、多くの著作は初出月まで記載されており またいくつか単行本の出版社の記載もある。初出月まで記載している年譜は、先にはもちろん、後にも八木氏のそ のみである。だが全著作に記載されているわけ はな 。さら
に誤りもあるため、 今回製作した「新・山手樹一郎著作年譜」では全著 の初出月まで正確に記載した。しかし、八木氏の年譜が最も参考になったことに変わりはない。
実際に調査を始めると、まず既存の
年譜全てにおける初出年月の誤りの多さに直面する。 そらく山手の著作で最も著名な『桃太郎侍』の初出は、現在でも昭和一五年の『岡山合同新聞』とされている。参考にした八木氏の年譜でもそうであ そんな中、昭和三四［一九五九］年一月に出版された単行本、 『少年の虹』 （東都書房）の著者略歴で「昭和十四年、処女長編〝桃太郎侍〟の執筆を機として…（後略） 」と書かれている。その後、佐々木浩が昭和五四［一九七九］年三月 『国文学解釈と観賞』 （至文堂）で山陽新聞社編集局資料部に問 合わせ、その書簡をもとに初出年は昭和一四年一一月二日から翌年の六月三〇日ま と訂正している。そして翌月に出版された『大衆文学通史・資料大衆文学大系別巻』 （講談社）でも担当者の磯貝勝太郎によって初出年が訂正され いる。しかし、それ以降の年譜や再録本においても未だに『桃太郎侍』の初出年は昭和一五年とな いるのが現状
である。今回国立国会図書館で実際に『岡山合同新聞』 を調査したところ、 『桃太郎侍』の初出年は、佐々木氏の訂正の通り昭和一四年一一月二日から翌年の六月三〇日ま であった。
山手の年譜においてはこのようなケ
ースが非常に多い。八木氏の年譜によると、昭和二四（一九四九）年『講談倶楽部』 （大日本雄弁会講談社）が初出となっている『豆腐屋剣法』だが、実際には昭和二五 一九五〇）年が初出年である。同じく昭和三〇（一九五五）年『講談倶楽部』が初出となっている『青空剣法』も、実際には昭和二九（一九五四）年が初出年であ 。これらの場合は一 の誤差である。だからその年に著作が見当たらなくても、その翌年や一年前を見ると見つかるのでまだ楽である。これに対して八木氏の年譜では漏れているが、他の 譜で昭和三二 （一九五七） 年 『主婦の友』 （主婦の友社）が初出となっている 雪の駕籠』という著作がある。この著作を発見するのが大変だった。実際 初出年は、昭和二九（一九五四）年 のである。つまり翌年や一年前を見ても掲載されていないのだ。こういった場合は、手間はかかるが一年ごとに見ていくしかない。大正期の『主 』は
総目次が出版されているが、昭和期はないので一冊ごとに見ていくしかない。 『主婦の友』は月刊なので、一年一二冊ごとに見ていくのだ。月刊ならまだしも、 『毎日グラフ』などの場合週刊だからさらに手間がかかる。
こういった作業には貸出数が決まっ
ている国立国会図書館ではなく、公益財団法人日本近代文学館などの施設が適している。この施設な 、一年ごとに雑誌を貸出閲覧が可能である。それだけでなくここはマイクロフィルムではなく、冊子本体のまま保存してあるので、実際 手に取って閲覧可能である。その結果、昭和三七（一九六二）年『小説倶楽部』 （桃園書房）一五巻五号に掲載された『季節のことば』といった、随筆類も新 に多く発見するに至った。今回の調査では大変お世話になった施設の一つである。以上のような、既存の年譜に記載されていた初出年を訂正する は次第に当たり前の作業になり、一年誤 ていても何とも思わなくなるほど多くあ 。連載ものの困難
次に直面した困難は、連載ものの終
了時を確認する作業だっ 。そもそも既存の著作年譜では読み切りなのか、











る巻号まで確認すると、これまでの年譜にもなく、 単行本化もされてい 、もしくは年譜にはあるが単行本化ていない著作を新たに多く発見出来た。その中には、実は若殿でありながら、浪人に身をやつしている主人公桃太郎侍が、お侠 女と義賊の手下と共に、 お家を乗っ取ろう 企む悪を倒し、百合姫と結ばれるという話の筋からも『桃太郎侍』の試作版と言える『飛燕一殺剣』 （昭和一一（一九三六）年三月から五月に連載）といっ 重要な著作も含まれていた。この著作は 八木氏の年譜におい 初めて記載された。しかし単行本化されておらず もちろん全集にも載っていない。 『飛燕一殺剣』については山手自身が、武蔵野次郎との「 《対談》時代ユーモアの創始」（ 『日本伝奇名作全集八』昭和四五年［一九七〇］年五月、番町書房）内に
おいて「あれ（ 『桃太郎侍』 ：執筆者註）はね、ほかの題で一ぺん書いていることがあるんです」と発言している。言及はされていながら、発見がされていないという山手樹一郎研究における独特の状況が、一つ解消された。また小説類だけでなく 口絵に附した『幕末海軍の創生』 （昭和 八［ 九四三］年七月）といった著作の発見にも至っ 。
その他にも博文館刊行の雑誌を現存
する巻号全て閲覧した結果、既存の年譜には記載全くされていない著作を新たに多く発見するに至った。 昭和三 （九二八）年九月に本名、井口長次（筆名は井口長二）の名で『少女世界』 博文館）に発表された『西瓜の爆弾』や、昭和四（一 九 一二月に口井蝶耳のペンネームで『朝日』 （博文館）に発表された『松さんの禁酒』もそれらである。この点では三康図書館にご協力をいただき、 大変お世話になっ 。加えてあらゆる出版社の大衆文学系の雑誌を出来る限り多く閲覧した結果、昭和三八（一九六三）年に『ゴールド絵本』シリーズ（講談社 の文章を担当した『安寿と厨子王』 、 昭和四三（一九六八）年八月に『サッポロ』 （サッポロビール株式会社）に発表された随筆『タクシ 嫌い』も新発見の一部
ある。
また最大の新発見と言えるのは、山
手の童話である。山手は本名で多くの童話を執筆した 先述の山手自ら制作した年譜にも、 「大正六年（一九一七）一八歳博文館発行の『幼年世界』に童話などを寄稿」と記載されている。しかし、この記述が後の年譜にそのまま孫引きされているだけで、実際 は童話は発見されていなかった。今回、『幼年世界』 （博文館）などの雑誌を調査して、それらを新たに数多く発見するに至った。 の結果、山手樹一郎の最初の著作は大正六 （一九一七） 年 『幼年世界』に発表した『鸚鵡の声』だということも新たに判明した。
今後の山手樹一郎研究
以上のような困難を手間暇かけて乗












て、段ボールを積み上げてもらったはいいが これを一つ一つ開け 、書棚に納めていくのをひとりでおこなうのは、気が遠くなる作業だった。のびたラーメンを食べるように、いくら片付けても減る様子のな 段ボールの山を
書庫とヴィレヴァンと秘密基地
　　　　　　
あるいは片付かない日々
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